









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































敦 脚本 森一生 札幌静修高
１９９２（平成４）年（沖縄）『花いちもんめ』 作宮本
研 脚本構成森一生 札幌静修高
とほとんど２・３年おきに北海道代表は「全国一」に輝
いてきた。北海道高校演劇の水準の高さを示すものと言
えようが，こうして，その足跡をたどってみると，その
原点となったのが『オホーツクのわらすっこ』であった
といってもいい。
北海道高校演劇の『主流』はなんと言っても（『オ
ホーツクのわらすっこ』のような，地域に根ざした，骨
太な）『創作劇』である。
１９６４（昭和３９）年（第１４回大会直前の）５月，「北海
道高等学校創作劇集」（第１集・３５０円）が刊行された。
この脚本集には，それまでの大会で上演された優れた創
作劇（１３作品）を掲載している。また，１９６８年（昭和
４３）年（第１８回大会直前の）７月には，第２集「北海道
高等学校創作劇集２」（１２作品を掲載・６００円）を刊行し
ている。（『オホーツクのわらすっこ』はこの集に掲載さ
れている）本論とは関係がないようだが，これらの脚本
集は一時期，札幌の古本屋でプレミアが付く価格で売ら
れていたことがある。
さらに，１９８２（昭和５７）年（第３２回大会直前の）７
月，第３集「北海道高等学校創作劇集３」（１６作品を掲
載）を刊行している。
このように，北海道の高校演劇の足跡をたどってみる
と『オホーツクのわらすっこ』は，（「草創期」から「発
展・充実期」の原点になった）大きな存在であったとい
うことができる。
付記
この研究報告は，平成２４年度北方圏学術情報センター
の助成を受けて行われている。
高校演劇『オホーツクのわらすっこ』再演の意義
―１０２―
